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32次隊は,例年の通 り定常観測の他,宙 空系の 「ポー
ラーパ トロール気球(PPB)による超高層大気観測(3
年計画1年 次)」,気水圏系の 「南極域における気候変動
に関する総合研究(5年 計画5年 次)」,雪氷 ・地学系の
「第 皿期東クイーンモー ドランド地域の雪氷 ・地学研究































ことが実験 を成功させるための条件 となる.し たがって,


















4年次)の ための諸観測(海 底地形測量,海 上地磁気測
定)を 実施する.そ の後,ア ムンゼン湾に向かい,途 中,
グンネルスバンク海域に於て海底定置係留観測器を設置
し,ア ムンゼ ン湾及 びケーシー湾沿岸露岸域に於て地
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神 沼 克 伊
韓国 ・海洋研究所主催の第2回 南極科学シンポジウム
























第1日 目は生物学が中心であったが,気 象学,海 洋学
の分野の発表 もあった.第2日 目は地球科学が話題の中










博 士 は,極 地研 が 最 初 に実施 した 国際共 同観 測



































ソウル市 にて,左 か ら筆 者,星 合所長,朴 海洋研究所長
あ る が,800人まで 拡 張 す る1汁画 が あ る とい う,ど ん な
に発 展 して も,十 分 な上 地 が あ る だ け に,極 地研 の現 状
に比 らべ,う らや ま しい 限 りであ る.
南 極 研 究 は海 洋 研 究所 の 仁要 な 分野 の ・つ で,こ れ ま
で 「研 究 室(ラ ボ)」 と1呼ば れ て い たの が,今 年 に な っ
て 「南 極 研 究 セ ン タ ー」 に改 組 され,拡 充計 画が 始 っ た,
セ ンタ ー は生 物 研 究 室 と地学 研究 室 の二 つ か らな り,前
述 の 金,左 両博 士 は後 者の ス タ ノブ で あ る.近 い 将 来,
研 究 所 と して砕 氷 船 を持 つ 計 画 の よ うで あ る,
研 究 所 の 図 書 室 近 くの 書 棚 に.「 南極 の 科S7:」が並 ん
で い た.2～3巻 欠 けて い た が 貸 出 し中 との こ とで,私 達
の 出版 物 が 韓国 の 研 究 者 に も役 、:':って い る様 ∫.が伺 え た.
南極 資 料,プ ロ シ ーデ ィン グ ス等 か な り 目 ウ:つ場 所 に 置
か れ て い る こ とを,星 合 所 長 と も ど も確 認 し,関 係 者 と
は,よ り.・層 の交 流 を話 合 った,
昼 食 後,生 物 グ ル ー プ と地 球 科 学 グル ー プ に 分 れ,研
究 所 の ス タ ッフ と 交流 した.星 合所 長 は 生物 グル ー プ で
実 験 室 を見学 し,南 極 で の 生 物学 研 究 に つ い て,い ろ い
ろ 助 言 を さ れ た よ うで あ る.地 球 科・学 グ ル ー プ はセ ミ
ナ ーを 開 き,ア メ リカの ア ン ダ ー ソ ン教授 が 船.ヒで の 地
震探 査 とそ の成 果,私 が エ レバ ス山 の 観 測 を例 に,国 際
共 同研 究 の あ り方 を話 した.
星合 所 長 をは じめ,外 国 か らの 参 加 者 は ほ とん ど20日
に 韓 国 を 離 れ た.私 は22日 ま で 滞 在 し.金 博:士と
SCAR関 係 の 共 同 作 業 の 打 合 せ や,今 後 の研 究li卜画 を
話 合 った.
朴 所 長 は 韓 国 の 南極 観 測 の 今1.1の発 展 は 日本 の 協 力 に
負 う と ころ 大 と,何 回 とな く星 合 所 長 に謝 意 を表 して お
ら れた.
(筆者:国 、k極地 研 究 所 地 学 研 究 剖;門教授)
講演 と映画の会を開催
南極 観 測 の 事業 と成果 を 普及 す るた め,8H31日 夕.
岩 手県 大船 渡 市の 農協 余資官大 ホ ー ル に お いて 南 極 観 測 報
告 「講 演 と映 画 の会 」(・tt{ilE:岩手 県 ・大船 渡 市,後 援
:岩]可1[教育 委員 会 ・大船 渡 市教 育 委 員会)を1開 催 した,
会 場 に は,650名のiln.tが集 ま り,江 尻 教 授{第30次
越 冬 隊 長}が,「 南 極 の 自然 と観 測 隊」 と題 し,南 極 の
自然,観 測 の 歴 史,越 冬隊 の 活 動 な ど につ い て 約1時 間
の 講 演 を行 っ た,
講 演 の 後,昭 和 基地 と の電 話 交 仁 や 映i祠 「「幸∫極 」 の ヒ
映 が あ り,集 まっ た市 民 か ら は,南 極 を身 近 に接 す る こ
とが で き た と好 評 であ っ た.
第31次越冬隊員の家族会
現 在 越 冬 中 の 第31次越 冬 隊の 家 族 会 が9月14日 〔金1会
長(31次 内藤 越 冬 隊長 夫 人)のMti,によ り 幽IG研究 所 講 堂
で 開催 され た.大 阪 か ら出 席 され た家 族 をは じめ,　Zl家
族38名の参 加 が あ った.ま た出 席 準 備 に・1亡しい 第32次隊
か ら國 分隊 長,藤 井,巻 田 両副 隊 長 もd11酷した.
会 は 星 合所 長 の 留守 家 族 に対 す る ね ぎ らい の 、1.菜と内
藤 会 長 の あ い さつ に始 ま り,出 席 家 族 か らは,近 況 な ど
も ま じえ た 自己紹 介が あ り,な ご や か な雰 囲 気 に 包 まれ
た.
事 業 課 か らは 越 冬 隊 の 今 後 の 日程 や 、,〔送[lrl11のjt'　1)　Vfな
どに つ い て 説 明 を し,ま た,今 年3月 に帰 国Lた 第31次
夏隊 が 撮 影 した 記 録 フ ィル ム を集 め,出 港 か ら 夏期 オペ
レー シ ョン中 の 各 隊 員 の 様r－を スラ イ ドで披 露 した.
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第32次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊 平成2年10月20日 現在
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
隊 長 藤井 理行 22.1.ll 国立極地研究所研究系(文 部教官助教授) 大 分 県 第18・25次越 冬 隊
副 隊 長 ◎巻田 和男 21.5.12 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都 第17次越冬隊
(拓殖大学工学部教授)
気 象 阿部 豊雄 23.11.7 気象庁観測部(運 輸技官) 東 京 都 第18次越冬隊
り 岩本美代喜 29.3.24 気象庁観測部(運 輸技官) 長 崎 県
.. ◎祐川 淑孝 34.1.2 気象庁観測部(運 輸技官) 東 京 都
.. 稲吉 浩 35.8.24 気象庁観測部(運 輸技官) 福 岡 県
〃 青野 正道 38.11.14気象庁観測部(運 輸技官) 東 京 都
電 離 層 野崎 憲朗 24.8.10 通信総合研究所(郵 政技官) 鹿児島県 第21次越冬隊
地球物理 山本 正人 40.5.23 国立極地研究所事業部(文 部技官) 香 川 県
(神戸大学大学院学生)
測 地 中島 最郎 35.3.25 国土地理院測図部(建 設技官) 東 京 都
宙 空 系 藤井 良一 25.7.11 国立極地研究所研究系(文 部教官助手) 神奈川県 第23次越冬隊
t. 小竹 昇 38.12.10通信総合研究所(郵 政技官) 福 島 県
.■ 村田 功 38.8.3 国立極地研究所事業部(文 部技官) 三 重 県
(東京大学大学院学生)
.[ ◎潜屋 浩一 39.10.27電気通信大学(文 部教官助手) 千 葉 県
気水圏系 川村 俊行 20.8.17 北海道大学低温科学研究所(文部教官助手) 北 海 道
〃 大島慶一郎 35.6.28 北海道大学低温科学研究所(文部教官助手) 北 海 道
.. 林 政彦 35.11.3 名古屋大学太陽地球環境研究所 神奈川県
(文部教官助手)
〃 高橋 晃 40.2.19 通信総合研究所(郵 政技官) 秋 田 県
生物 田中 正文 21.2.28 名古屋大学環境医学研究所(文部教官助手) 兵 庫 県
医 学 系
機 械 土田外志治 27.4.2 国立極地研究所事業部(文 部技官) 石 川 県
(㈱小松製作所粟津工場)
り ◎石沢 賢二 27.9.16 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都 第19.24次越 冬 隊,
第28次夏隊
., 林原 勝美 30.12.30国立極地研究所事業部(文 部技官) 兵 庫 県 第25次夏隊,第27次
(ヤンマ ー エ ンジ ニ ア リ ング㈱) 越冬隊
〃 長谷川 裕 31.4.2 旭川医科大学事業部(文 部技官) 北 海 道
〃 ◎上遠野蕎一 30.10.28国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 島 県
(いすず自動車㈱川崎工場)
.「 佐藤 仁 35.10.9 国立極地研究所事業部(文 部技官) 新 潟 県
(㈱大原鉄工所)
通 信 有澤 豊志 23.8.26 電気通信大学(文 部技官) 高 知 県
り 藤井 純一 24.9.25 離職灘霧彌 襯道ネ。,」響 鋸 北 海 道 第26次越冬隊
.[ ◎伊藤 康典 30.5.28 郵政省放送行政局(郵 政事務官〉 茨 城 県
〃 前川 友孝 38.7.1 海上保安庁警備救難部(海 上保安官〉 広 島 県
調 理 横布 和博 31.6.10 海上保安庁警備救難部(海 上保安官) 北 海 道
.「 時松 誠 39.9.19 国立極地研究所事業部(文 部技官) 埼 玉 県
(㈱東條会館)
医 療 米山 重人 30.4.25 国立極地研究所事業部(文 部技官) 京 都 府
(漢和会江別病院)
lt ◎池川 雅哉 36.11.13国立極地研究所事業部(文 部技官) 大 阪 府
(市立舞鶴市民病院)
航 空 井上 武 28.7.21 国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 岡 県
(日本 フ ライ ング サ ー ビス㈱)
〃 廣瀬 秀憲 27.7.10 国立極地研究所事業部(文 部技官) 北 海 道
(㈱ノエ ビア)
り 枚椹木隆博 38.11.1 国立極地研究所事業部(文 部技官) 大 阪 府
(日本 フ ライ ン グサ ー ビス㈱)
設営一般 ◎渡辺 久好 25.3.10 国立極地研究所事業部(文 部技官) 埼 玉 県 第16.23次越 冬 隊
(㈱東條会館)
池谷 紀夫 26,9.29 東京農工大学経理部(文 部事務官) 東 京 都
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○夏 隊
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
隊 長 國分 征 10.8.18 東京大学理学部(文 部教官教授) 東 京 都 第7・13次 越 冬 隊,
第18次夏 隊,
海洋物理 中村 啓美 23.3.25 海上保安庁水路部(海 上保安官) 山 口 県
海洋化学 野 口 賢 一 38.10.11海上保安庁水路部(海 上保安官) 千 葉 県
海洋生物 倉持 利明 30.9.25 国立極地研究所事業部(文 部技官〉 埼 玉 県
(岐阜大学大学院学生〉
測 地 海老名頭利 28.1.26 国土地理院測地部(建 設技官) 福 島 県
歯 釜 系 秋山 弘光 13.5.30 宇宙科学研究所(文 部教官助手) 埼 玉 県
雪氷 岩田 修二 21.4.18 三重大学人文学部(文 部教官教授) 鳥 取 県 第26次夏隊
地 学 系
〃 松岡 憲和 31.2.10 筑波大学地球科学系(文 部教官講師) 山 口 県 第27・28次夏 隊
〃 豊島 剛志 34.2.8 新潟大学大学院自然科学研究科
(文部教官助手)
新 潟 県
〃 大和田正明 35.11.22山口大学理学部(文 部教官助手) 東 京 都
〃 島 伸和 36.2.5 国立極地研究所事業部(文 部技官) 大 阪 府
(東京大学大学院学生)
〃 長谷川裕彦 36.2.21 国立極地研究所事業部(文 部技官) 千 葉 県
(明治大学大学院学生)
生物医学 渡邉 啓一 30.10.27佐賀大学農学部(文 部教官助教授) 福 岡 県
系
設営一般 増田 光男 22.10.25国立極地研究所事業部(文 部技官) 千 葉 県 第24.27.30次夏 隊
(金子架設工業㈱)
〃 関 直樹 28.8.13 国立極地研究所事業部(文 部技官) 新 潟 県
(㈱岩村組)
〃 森田 知弥 30.7.9 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都 第23次越冬隊27次夏隊
○南極条約に基づく交換科学者(受入)





ベ ル ギ ー
同 上
ブ リ ュ ッセ ル 自由 大 学教 授







● °南極条約に基づく交換科学者 欄)(オ ーストラリア
デイビス基地)
生年月 日専門分野 氏 名
(昭和〉 所 属 本 籍 隊経験等
海 洋 生態 学 谷 村 篤26.3.・4国 立 極地 研究 所 研 究 系(文部 教 官 助 手)静岡県 第21次夏隊第23次越冬隊
外国基地派遣者名簿
○外国共同観測(中国 長城基地)
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 No. 154 (Ionosphere 41): Records of radio aurora at 
 Syowa Station, Antarctica in 1988, by  H. Maeno 
 and A. Ohtsuka. 34 p. March 1990.
No. 155 (Ionosphere 42): Riometer of 30 MHz cosmic 
 noise at Syowa Station, Antarctica in 1988, by H. 
 Maeno and A.  Ohtsuka. 98 p. March 1990.
 No. 156 (Glaciology  18): Glaciological data collected 
 by the 29th Japanese Antarctic Research Expedi-
 tion in 1988-1989, by  0. Watanabe, T. Furukawa 
 and S. Fujita. 77 p. March 1990.
No. 157 (Marine Biology  16): Pigment data of sea ice 
 cores collected from fast ice area near Syowa  Sta-
 tion, Antarctica, from March 1983 to January 1984 
 (JARE-24), by K. Watanabe, H. Satoh, E.  Taka-
 hashi and H. Kanda. 88 p. March 1990.
 No. 158 (Marine Biology 17): Zooplankton data  col-
 lected with BIOMASS Programme at Syowa Sta-
 tion in 1982 by  JARE-23. II.  "NIPR-I"  samples: 
 Stn. 1, by A. Tanimura, M. Fukuchi,  H.  Ohtsuka 
 and T. Hoshiai. 75 p.
 No. 159 (Upper Atmosphere Physics 7): Upper 
   atmosphere physics data, Syowa and Asuka  Sta-
   tions, 1987, by H. Miyaoka, K. Uchida, H. Mukai, 
   H. Saito, J. Akamatsu, K. Shibuya, R. Sakai, M. 
   Ayukawa and N. Sato. 306 p. March 1990. 
Special Map Series of National Institute of Polar  Re-
search 
 No.  4: Bathymetric chart of  Liitzow-Holmbukta, 
        comp. by K. Moriwaki andY. Yoshida  (  / 
 .2-71-4-1,LgilliaANR1)
 Antarctica: East Queen Maud Land, Enderby Land 
Glaciological Folio 
 Sheet  1: Ice sheet surface, by Y. Ageta,  F. Nishio,  Y. 
        Fujii and K. Moriwaki. 
 Base map
List of Publications of the National Institute of Polar 
 Research (1957-1980), Supplement No. 3  (1985-
 1989), 7 p.
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,来訪者4
4月3日 ～4月7日 　 Dr.　SCHNEIDER,　W,　G　 (アル
フ レッ ド ・ヴ ェ ーゲ ナ ー極 地 海 洋研 究 所研 究
員)
4月6日 ～4月10日 　 Dr.　PATERSON,　W.　S.　B.　(パ
タ ー ソ ン ・ジ オ フ ィジ ク ス社)
4月16日一4月21日 謝 白薙 　(Prof.　Xie　Zichu　中 国
芸 州 氷 河 凍土 研 究 所)
4月23日 一5月11日 　 Prof.　PAGE,　P.　(モン ト リ オ ー
ル ・ケ ベ ック大 学 地 球科 学 教 室 教 授)
4月11日 ～4月16日 　 Mr,　JAYATILEKE,　S.　(セイ ロ
ン科学 技 術研 究 所研 究 員)
5月8日 ～5月10日 　 Dr.　MENG,　C.　1.　(ジョ ン ズ ・ポ
プ キ ン ス 大学 応 用 物 理 学 研 究 室 長(SI部 門),
主 任 研 究 者)
● ・月・・日D・TR・ ・HICH・V・・…(・ 連・騨 科
学 研 究 所 主 任 研 究 官)
6月6日 　 Dr,　JOHNSON　L.　(米国海 軍研 究 所研 究 員>
6月Z7日　 Mr.　OHTA,　M,　(ノー ル ウ ェー オ ス ロ 大 学 大
学 院学 生)
6月4日 ～6月21日 　 Dr.　SCORE,　R.　A.　(米国 航 空 宇
宙 局.ジ ョ ン ソ ンス ペ ー ス セ ン タ ー研 究 員,
南 極明 石 副 キ ュ レー ター)
6月21日一6月25日 　 Dr,　SANTOSH,　M,　(地球 科 学 研
究 所研 究 員)
6月26日 ～6月27日 　 Dr.　HARRIS,　L.　(西オ ー ス トラ
リ ア大 学 上 級 講 師)
6月23日～7月5日 　 Prof.　ALEXANDER,　V.　(アラ ス
カ大 学 海 洋 研 究 所 教 授)
6月23日 一7月5日 　 Mr.　COYLE,　K.　(アラ ス カ大 学
海 洋研 究 所 研 究 員)
7月7日 一7月10日 　 Prof.　SIGELMANN,　R.　A.　(ワシ



















業 も始 まったが,期 待 していたほどの好天が得 られず,
また旅行 も重なったため,本格的な作業は10月に持ち込
まれた.気温は上昇しているが,ま だ屋外の風は冷たい.






研 究 課 題
レ外国人研究者の紹介く
名 ズ ビグ ニ ェ プ ヤ ボ ロ ヴ ス キ ー
　　 (Zbigniew　Ja orowski)
外 国人 研 究 員 ・客 員教 授
職 ノル ウ ェ ー極 地 研 究 所 ・研 究 部 長
平成2年10月1日 ～ 平成3年3月31日
















・氏 名 デ イビ ッ ド リー ギ ャ リソ ン
　　　 　　　　 (DaviCl　LeeGarrison)
外 国 人研 究 員
所 属 ・ 職 カ リフ ォル ニ ア大 学 サ ン タ クル ス分 校 海
洋研 究 所 ・研 究 員
招 へ い期 間 平 成2年10月1日 ～ 平成3年4月30日
研 究 課 題 海 氷域 に お け る低 次 生 産 過 程 とエ ネ ル




研 究 課 題
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp,)　 (℃)
最 高 気 温(Max,temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　leve1)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity)　(%)
平 均 風 速　(Meanwindspeed)　(m/s)
最 大風 速 ・10分間平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.mean)　(m/s)
瞬 間最 大 風 速 　(Gust)　(m/s)
























































の新 しい時代 を迎 えようとしています.国 立極地研究
所は,そ の南極大陸に昭和基地,み ずほ基地,あすか































持 っています.昭 和基地と日本の鹿島局 との間で試験
実験が行われ,史上初の南極大陸の位置決定に成功し
ました.
